
Title 財政学に於けるケインズ革命の結果 : 新しい財政学体系の可能性
Sub Title New system of fiscal science as a result of Keynesian revolution
Author 高木, 寿一

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1952

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.45, No.2 (1952. 2) ,p.73(1)- 87(15) 
JaLC DOI 10.14991/001.19520201-0001
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19520201-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


.

財

政

學

ヶ

.

.

.
-

，

-
-
.
.
.
.
-
-

.

-

:
:
V

 
:

 

,
 
-

 
-

 

•

 

.

7 

-

 、

.

 .

.

.

.

 -

 

:

 

-

 

*

 •
.

:
'<
-■
 

.

.
ノ
 . ：

へ
：~

—新
1,
.s 
財

政

學si
:
■系

の

、
可

熊

性

！■、
一
.：

高

木

壽

U

旣
成
財
政
擧
ぬ
珑
實
的
安
當
性
左
實
麗
指
導
性

:
:
»家

：
，

(

公

共
>
1齔
0
擧

問

と.し
セ

：
の
、
飩

成

脉

政

學

說

：

0
:現
實

的«'
當

性

ぼ

-
.
' 

•
%
.
.
.
. 

....
 

.

.

.

.

.

.

.

. 

....
 

-
.

圓

..
 

•
 

•.

ン

ぅ

と

ず

务

筆
-
努

次

ほ

、
：

)

«
兩

：1九
=:
0
年

-«
£
^

«
を
加
へ
-る
こ
と
.を
已
む
を
得
ざ
る
も
の
に
し
た
根
本
的
理
由
は
、
第
一
次
^W

以
後‘1

九1

1〇
年
代
に
於
け
る
財
政
の
社
#
&
濟
的
重

■

要
性
の
猶
犬
巧
社
會
生
活
に
於
て
耽
酸
ゃ
持
ぬ
經
觀
的
機
能
媒
變
私
-

^

爸
作
ら
現
賢
&

事
膨
^ -

反
映
贫
ざ
社
會
意
聽
^

. 

.

..
、
：

 

- 

• 

\ 

. 

■ 

■ 

• 

•

-

-■
;

•

•
 

-.

.

. 

. 

.
-»
•
. 

•

:へ
例
#

ぼ::
"
:

】

^
1ニ'九

苹

に̂

;

■>-
 

■.
 

:メ 

.. 

... 

.
■
. 

'J-
i 

.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

....... 

- 

t— 

-
 

.
■
■
■
.

- 

■•
■•:
-

ス

ケ

ル

ン.

.

 

-

;

■,し
-

:.

.

於
.げ
省
社
會
經
議
的
:®
素
を
强
調
す
考
仁
め
运
、：«

政
攀
：

©

定
襄
靶 

濟
總
過
程
と
の
間
の
相
瓦
關
係
に
關
す
る
學
调
で
あ
る」

と
定
_
す
^
。
9
§
p
pr
^

'
 Finanzwissenschaf t

1929, 

s, 

9-10) 

こ
こ
で
レ
プ
ケ
が「

社
#
*

的̂
耍
素
を
强
調
.す
名
た
め
に」

‘と
い
ふ
の
，も
、
財
政
と
國
民
經
濟
の
總
過
程
と
の
關
聯
に
於
て
、
財
政
が

... 

-

 

フ-

.

ニ 

-

 

■
 

-
 

ぐ

-
，

？
-

. -

 

_

 

.

.

.

爸
'

の
：
重

要

性

を

增

龙

^

て
奮
現
實
や
事
襪
を
反
映
：ず
る
本
：の
へ
：で
秦
：；名
そ 

:

>

§

政
沐
濟
濟
拘
1

- 1〉

と
；、ー.國

遷

满

め

應

が

財

政

把
«
.

へ
：
各

作

用

；
：
效

_

^

財
政
學
に
お
け
る
ケ
ィ
ン
ズ
苹
命
の
線
來
：
：

一

(

七
3

V

人間の寿命は®康と運命とによりある程度左右さ 

れ、いつ死ぬか判りませんが永い問の統計による 

と下図のとおりで実際と大体一致するものです。

平均余命表

A
(年令)10オ 20オ 30オ 40オ 50オ 60オ 70オ 80才

余命についての不安を解決する唯一の道は当社の 

理想の保険を御利用願つて先づ安心の上皆様方自 

身が健康に充分御注意なされることが第一です。

aawwcaMMatin ‘《» 丨丨丨 _

■似》uW
gvwwwwwgimnHigicoag



!1:

印
ぎ#

雜

誌

，第

M
l；

十
五
卷1

,

第
一

一

號
'

:

 

_
 

.
 

:
 

■

•

ニ
.

(

七
S

 

濟
的
重
要
性——

具
體
的
に
は
財
政
め
經
^

g

束

性

の
. %

大
と
W

ふ
現
實
の
#

®

を
反
映
す
名
社
#

的
意
識
の
表
現
で
あ
る
.
O'
肽
政
學
を 

現
實
科
學
た
ら
し
め
や
ぅ
と
ず
^

要
求
は

r

財政
社會
學

」

にも
現は
れて
いる
。，

.

•

•

■

ズ

拙
著
、

「
近
世
財
政
思
想
史

.

r

三
六
二
丨
四
〇
四

K參

照

，
•
 

■
 

■
,

.
 

‘
 
’
 

〜

諮
3

羅
芑

0 ;
;银
^

_

錄
_

ざ
財
»

思
^

1

^

酸
政
策
の
#

藥
理
_

の
轉
_

さ
_

1 '
.^

•
. . 

•
-.-
•.
 
-
. 

,
i 

•

'. 

.

て-
.
-
. 

-

•
.
. 

.

. 

•
: -
 

.
*

•

: 

. 

•-
--

態

の

進

展

を

反

映

し

て

、

「
財

政」

の

■持
っ

役

割=

財

政

に

求

め

ら

I
る

.經
濟

的

機

能

を

反

省

し

、
；冉

檢

討

す

る

こ

‘と
长

始

ま

る

。

一
九

:
:
t
i
賴

1

■
霞

謹

_

の

_

_

_
醫

憂

1

1 :
養

1

<

*;
;
界
經
寒
_

靜

_

1

靈

§:
時
_

»:
;1
:
琪
_

_

:§

^
_
1
1
|
1

ャ

戰

後

期_
於
感
を
米
國
め
肘4
微
機
：®

«

政
政
策
の
轉
良
が
行
は
作
^

0

於
は
露
繁

:1
:度
の
獅
會
^

|

^

^

^

沐
法
^

^

請

, 0
.
危

機

：を;.
^

^

_'«
々

を

得
ず

行
は

れ
た

の
で
あ

•る
。

理

論

时

に

も

經

驗

的

に

も

全

く

箱

證

さ

れ

て

居

な

か

っ

た

試

行

で

あ

ク

て

、

現
實
の
琪
態
の
緊
迫
に
ょ
る 

3
仏
得
ざ
る

« :
踐
が

_
隊

ぬ

洗

作

し

め̂

_
ぁ
：_
.へ
旣
減

_
政
屢
勸

そ

办

«

失

つ

て

居

た

結

果

で

あ

る

。 

.

パ

.

'

.

.

• 

■ 

« 

. 

- . ' 
— 

. 

■

'ー
>,
-
,
'
、
：
.
.
'

:;
.

;- 

:
:--
*
:
九
：1三
ハ

ゼ̂
和
は

漱
實

め

^

六
：事
件
か
ら
、*
外
的
：

E

は
華
邪
^
變

忙
發
展
.1
>衣
時
期
で
あ
务
;:
°:
:ド
.ィ
ジ
に
於

.た
；̂

國
に
於
.て
は「

ポ
ン
プ
<d
'
呼
び
水」

政
策P

u
m
p
-
p
r
i
m
i
n
g

 policy

か
，ら
補
.盤
的
財
政
政
策
00
日
»0
8
5
0̂1
 ̂Sscal 

policy.

.
::
.
■:
-
-r
 

.r

.
 

:

'

.

 

.

■
',.
.
..■
. 

- 

... 

.V 

.

.

.

.

.

:■■
:
■v 
:

'

■

;■
. 

'
'
-
'
'
-
.
.

へ
;!
*
.
?
:
” 

：

■■
.
.
? 

'..;

v.
-
.
.
. 

■

-
:.

' 

■.■
'
.
:
.
■
' 

... 

■

^

_
展
せ
ざ
冬
を
得
，な
い
こ.と
が
現
實
に
證
明
へ
さ
れ
る
事
態
が
發
生
し̂
段
階
.で
あ
る
。
;!
:<:. 乂セ
，‘.ン\(

1
^
8§)

，
，
の

說

明

に

よ

れ

ば

、 

:

「

呼

び

水1_
-
'政

策

：は

或

量

の

公

联

莫

肚

：
：
：

(

公
癀
支
出
2
:
:
杧
よ
^
て
^

■ 

.

. 

: 

• 

. 

• 

• 

• 

• 

/ 

• 

. 

' 

V
 

- 

r

力
を
加
へ
冬
の
.で
，あ
つ
て
、.自
力
で
運
行
す
る
こ
と
に
な
ク
た
後
ま.で
も
公
債
支
出
を
續
け
や
う
と
す
名
の
で
は
な
い
。
之
に
反
し
て
補

.盤
的
財
政
政
策
は
、
そ
の
固
の
經
濟
そ
れ
自
體
の
力
で
運
行
さ
せ
や
う
と
す
，る
の
で
は
な
く
、
私
的
投
資
の
減
退

.(

不
足)

を
公
共
支
出

よ
..っ
：
て
：
補

填

し

や

う

と

す

岑

の

：減

あ

を

.と
い
杏
^

:階
に
於
て
&
々
賛
本
栄
義
經
濟..は
本
來
そ
.れ
自

體

め

：
持

：
づ

自

巳

.調
節
カ
0
作
用
を
逋
じ
て
*
金
雇
用
0

、

：
-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.' 

,
 

.. 

,

— 

' 

.

全
厢
用
の
狀
轄
乂
は
之
に
自
か
ら
接
近
し
て
行
く
の
が
ー
止
常
狀
態
で
あ
る
と
い
ふ
古
典
派
的
雇
用
理
論
か
ら
脫
却
し
て
居
な
い
タ
之
に
反

;:
1
.て
«
猶
的
財
政
»
策
杧
於
：て
ほ
ザ*
本
：主
義
.
_
旗
：そ
，6
_
©調
節
ヵ
.の
：作
用
炎
&

性
を
斷
念
し
て
い
名
の
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
を
斷
念
せ
し
め
た
も
©
は
現
實
の
經g.

g

琪
實
の
の
結
果
.
で

あ

る

。

-

.

.
、

• 

V
. 

- 

. 

. 

. 

: .

■

• 

- 

- • 

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

: 

• 

- 

- 

• 

. 

. 

.

/
.

• 

.

.

.

.

て
：
：
ま
た
へ

1
.
:九：-3
六
#

1

般
理
論」

が
現
は
れ
て
、
そ
の
後
の
財
政
思
想
丨
財
政
政
策
理
論
の
生
流
を
な
す
に
到
っ
た
。

 

•

,
.
.
»*
- 

• 

.

.

.

.

.

.

: 

• \ 

-へ..
V

.

. 
t 

-
.
.
.

:-
r

.

.

. 

.

.
V
. 

.*.
, 

.

.

. 

'•
-.
.
.
.
.
. 

.
••
.
. 

•-
.:•
.
-•.
.
.•:
.
-
-
•
*
- 

. く
*
.
 

•
.
;
.
.
.
.
•
•
.
.
.
. 

• 

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

-’
•

.

:•
.

,

•

.

'

.

 
.

 -

 

.

•

'

+
.
.
S

.

.

■

 -

 ■

 ■

■

 .

 

-

■「

：

-V- 

-
.
/
.

■
.
.
.
.
.

, 

: -

 -

 

■

 ■

 •

 

「

.

み

汊

朝

' 

. 

.

‘ 

•

. 

.

.
,

バ

•
、
’

 * 

.

ま

ぜ
^
;

K

 

今

(The 

E
n
d

 of 

Lassez-Faire) 

■か
ら
-
'
:一
九
ニ
九
年
の
小
册
子
 

K
o
a
n 

i
o
y
d

 G
e
o
r
g
p
d
o

 it 
ミ
‘
一
九
1
1
0年
の「

貨
幣
論」

财
政
曝
に
お
け
る
ケ
イ
ン

.、ス*
命

•の
結

^

三

(

七
五)



M」
:®
馨

l:tl

:t
麗

:l
:

_

i

_

_

)

_

1

l

E

(
A

 

T
r
e
a
c+
-
-
i
s
e
‘
s 

M
o
n
e
y
)
、’

1;

九

三

-
一

年

の

力

ー

ン

(
K
a
h
n
)

の
.論
文「

國
內
投
資
と
失
業
の
關
係

」

，を
通
乜
て
一
九
三
三
年
の

-

.•:
- 

. 

. 

.

.

. 

.

.

*

.

•

.

 

.

.

. 

.

. 

V
. 

い
-
'

-
.
‘
. 

.
-
、

■:
;

-

.•
•
. 

. 

.
V 

'/
. 

V 

>
. 

.

.

. 

V
 

. 

V 

. 

.

-•
••

-•:. 
. 
•:
 

'

••
:
.
.
'■
I
.
-
,
'

;-
.
■'
•
:
. 

. 

... 

.

. 

’ 

.

.

 

;

•.
.
’
•::
V
- 

.

. 

. 

.
-

•■
• 

.
-
•
. 

.

.

.

. 

' 

-.is•

、
.•
>
. 

-
-

•.
,
< 

.
•,
•>
'

.

'
,•
.
•■
'

.■

.
:
■:

:
: 

. 

' 

.

「

繁
榮
へ
の
途」(

M
e
a
n
s

 to prosperity)

か
ら
一
九
三
六
年
の「

一■般
理
論」

に
到
燁
す
る
十
ケ
年
間
の
發
展
過
避
に
於
，て
、
現
實
の 

.經
驗
的
事
實
に
對
す̂

反
省
の
.結
果
が
强
く
現
は
れ
て
い
る
こ
と
- ^

感
ず
る
。
殊
にケ
イ

ン

ズ
P
理
論
は
；！
九
三
〇
苹
の

「

貨
幣
論」

と
一
九

三

六

年

の

「
一

般

一 

と
の
間
に
は
著
し-い
發
展
が
あ
る
。「

貨
幣
論」

に
於
て
.示
さ
れ
て
い
る
基
木
方
程
式
に
現
は
れ
る
經 

.濟
均
衡
の
觀
念
は
未
だ
古
典
學/M
め
觀
念—

！
完
，全
雇
用
の
狀
態
に
於
け
る
均
衡
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に

「

一
般
理
論」

は
.ケ
イ
ツ
ズ
の

思

想

と

そ

の

發

展

の

上

に

於

け

る

反

動

-
-
イ

ギ

リ

ス

の

古

典

學

派

敗(

游
し
く
は
ー
业
統
派
的〕

傅
^

か
ら
の
艰
離
を
ー
ボ
す
^

の
で
あ
る
こ

と
は
、
ケ
イ
ン
ズ
自
身
の
明
記
す
る
所
で
あ
.‘る。

ハ
鹽
野
ハ
介
九
十
九
_「

〕

般
现
論」

'9
本
版
序
文〕

■

を
ポ
財
_
嚴

.1
ゆ
發
驗
徽
觀
ぬ
.
_で
麵
滕
意
_
氣
_

_遞
*幾

！
；

漏

發

擾

等

.に
到
^
ケ
イ
ン
ズ
.の
思
想
の
轉
換
期：——

亚
統
派
的
现
論
か
，ら
非
正
統
派
狗
理
論
べ
の
轉
換
期
に
於
て
、
ケ
イ
ン
ズ
に
影
響
.を
與
へ
た
最

.

&
腹
要
,
_

#

の
 

載

^
顏

1

違
 

_

l
:m
l :
:

'

费
影 
_
^'
«:
无
&l
® :
ぃ
歲
#:
奴
酸

^

:
»;
:
:
_嚴
11
'
把
紙
_
ま
_

0

廳̂

念

_

»概
—

_「

.;

.-次

第

吃

龈

％

麻

政

也

の

#

_

を
ー
熏 

v:

が
讓
友
ふ
ビ
备
で^:
一_

出
し
-
そ
の
新
レ
い
財
政
思
想
.が
一

九
三
0
年
代
後
期
か
ら一
九
四
〇
^
代
‘に
於
け
る
財
政
政
策
を
次
第
に
强
く
支
配
.す
る
こ
と
に
な
ク

」

,

_

必
_

的
變
跃
的
事
實
■

膨
：餘

1

1
漏

麵

谀

.を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

 

, 

. 

,

:■
■

ケ
イ
ン
ズ
.は「

貨
幣
論J (

一
 
九
三
〇
年)

に
於
.て
，は
、
不
況
對
策
と
し
て
通
貨
•.信
用
政
策
に
重
點
を
置
い
て
，い
る
。

「
1.

般
理
論」 

(
1

九
三
六
年)

‘•に
於
て
は
、
財
政
政
策
丨
公
債
支
出
に
重
點
を
置
く
。
ケ
イ
ン
ズ
の
財
政
思
想
の
轉
換
過
程
に
於
て

「
繁
榮
.へ
の
途J 

S

九
三
.B年)

？は
：： 

一■
段
階
を
.家

ら
脫
却
し
て
居
な
い
も
の
が
見
出
さ
れ
名。
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そ
の
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及
效
*
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增
加
し
ク
經
濟
的
不
況
鳴
救
紅&
.と
ヒ
な
#
效
緣
を
.持
っ
こAI

を
證
明
す
る
。.，
そ

れ

は.、
旣
存
0
支
配
的
意
»
が
、
.公
共
事
業
、の
公
債
支
：

出
が
雇
用
增
加
の
效
果
を
齑
贫
す
るこ
と
に
對
し
て
ヽ
そ
の
誤
謬
を
；訂
芷
せ
し
め
や
ぅ
と
す
^
實
踐
的
要
求
^
持
っ
て
*
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そ
し
て
そ
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イ
ン
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般
理
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始

、
ま

る
1
謂

「

ケ
イ
ン
ズ
革
命」

、
ふ「

新
し
い
經
濟
學」

の
意
味
肉
容
に
っ
い
て
は
多
く
の
學
者
の
解
釋
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て
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强
く
現
は
れ
て
乘
數
理
論
に
ょ
っ
て
證
明
ざ
れ
て
い
る
が
、
有
效
需
要
の
ま
論
ば

親

屋
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漏

い
か
に
し
て
決
定
さ
れ
名̂
と
に
な
る
か
を
證
明
ず
る
た
め
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の
袈
具
に
な
つ
て
い
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。
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般
理
論
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す
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濟
的
要
因
と
し
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ち
社
會
の
有
效
需
要
量
を
形
成
す
る
要
因
と
し
て
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財
政
支
出
の
役
軏=

財
政
の
經
濟
的
機
能
を
改
め
て
新
し
く
再
檢
討
す
る
こ
と
に
あ
名
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し
か
し
、.經
濟
的
均
衡
の
耍
因
と
し
て
の

「

財
政」

わ
役
割
と
い
ふ
こ
と
は
決
し
て
ケ
イ
ン
ズ
理
論.に
始
ま
^
こ
と
で
は
な
い
。
例
へ 

.ば
旣
成
財
政
厚
の
代
表
者
ヮ
、：ダ
ナ
ア

Q

財
政
理
論
に
於
てV

財
政
n
國
家
家
計
の
收
支
均
衡
の
保
持
は
、.國
民
經
濟
に
於
け
？
消
費
と 

生
產
の
，樹
衡
_
民
經
濟
的
均
衡
を
保
持
す̂

め̂
の
條
件
で
あ
つ
で
、財
政

=

國
家
家
計
が
收
支
.均
衡
を
失
ふ
こ
と
は
國
民
經
濟
的
均
衡 

を
搜
亂
す
名
.#
件
で
あ
る
こ
と
女
示
し
で
居.る
。
.之
が
財
政
收W

均
衡
の
合
目
的
蚀
を
證
明'す
る
論
據
に
な
つ.て
い
る
。
ま
た
ヮ
グ
ナ
ア

• 

そ
の
他
の
旣
漭
8

の

入

々

、

例

へ

，
ば

英

國

の

バ

、ス
テ

ブ

ル

の

財

政

■
理

論

丨

財
政
收
支
均
衡
論
は
古
典
派
の
雇
用
理
論
を&

M
と
し
て

衡
の
外
部
的
耍
因と
し
て
考
へ
ら
れ
て
いる。
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夕
^,
突
ズ.领
論
：の
細
政
暮
忙
於
難
洛
意

*
比
^
^

く
，再
檢
討
す
‘る
こ
と
で
‘あ
る
。
資
本
主
義
經
濟
の
發
展
期
に
於
て.は
売
全
雇
用
の
狀
態
に
あ
る
こ
と
、
或
は
偶
々
完
全
.雇
用
の
狀
態
を
離 

れ
名
こ
と
が
あ
つ
て
も
資
本
中
；義
邂
濟
の
持
つ

2! 己

調
節
力
の
作
用
の.結
果
と
し
て(

政
府
叉
は
獨
占
の
干
涉
が
な
け.れ
ば)

再
び
完
全

■«
f
麗

淞

資
.，
こ
沿
.が
■
#

_

-愈
霧
と
_
藤

證

*

_
雇
領
水
騰
_
實
現
ず
る
_

_

一
を
舞
め
：や
，

_
故
し
な
い-0
:
:泛
に
农
も
：
て
資
本

.主
義
經
濟
抓
高
度
ぬ
歡
達

1;
_
餘
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，
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賴

患
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霍

：
要
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洚
七
束
財
政
素
典
の
：狭
割
が̂
^ ̂

v)

％
^

^
-s
w
_
K
:
.
f
_
^

*
的
な
不
公
平
.祀
分
配
さ
れ
で
：い.务
こ
と
'で
：あ
岑
p
v
:
'
—l
. 

t

般
理
墜

‘も
れ
$:
-完
全
祀
使
用
^
て
.居
な
^
セ
ぃ
^
尤
^
に ̂

' 

; 

.は
何
で
あ
る
か
を
見
出
す
こ.と
が「

一
般
理
論」

に
於
け
る
汾
析
の
丰
要
目
的
に̂5

て
‘い
る
.0
英
國‘Q

古
典
派
經
濟
學
者
に
於
て
は
つ 

讨
が
使
ー
弔
し
锝
冬
資
源
や
現
實
の
使
用
を
規
萣
す
岑
か
祀
つ
^

^
の
陳
粹
理
論
—

^
椋
^
以

乂

讓 

：

ス

«,
^ ;

:

-

水
,

_

_1 -

§

尤
き
纪
に
：ょ^
で
定
.̂
,
_
0:有 

•

^

金̂
雇
1
の
快
態
で
あ
^

*
贫
需
敷
量
^

用̂
量
は
>
_(1
)

' 

限
界
效
率
と
利
子_
と
に
ょ
つ
て
定
ま
る
投
資
量
上.に
ょ
つ
で
定
ま
る
。
ケ
ィ
ン
，ズ
は
、
利
子
率.が
疋
常
の
狀
態
に
於.て
、
.
決

定

的

で

は 

な
い
ま
で
？̂
投
資
率
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
こ
と
は
認
め
る
が
、
利
子
律
の
統
制
に
ょ
つ
て
ど
の
程
度
ま
で

&
資
の
適
當
量
を
繼
續
か
に 

刺
戟
す
る
こ
と
が
出
，
る
れ
は
經
驗
の
み
が
之
を
明
か
に
す
る
こ
と
淡
出
漱
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
利
子
率
を
左
右
し
や
ぅ
と
す
る
こ
と
を

. 

目
的
と
す
る
貨
幣
政
策'

Q

み
で
成
功
し
得
る
も..の
と
、は
思
は
な
い
。
從
つ
て
、
長
期'の
考
察
に
基
い
て
ま
た
一
般
的
な
社
會.的
利
益
と
>
:
-,'
. 

ふ
邀
準
に
於
：て
、
資
本
財
の..限
界
效
^
を
計
算
し
得
冬
立
場
に
あ.る
政
府
が
度
接
に
投
資
を
組
織
的
に
行
^
こ
と
に
一
層
大
な
る
質
任
を 

と
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
ふ.0
各
權
の
資
本
の
限
界
效
牵
に
つ.い
て
の
市
場
の
評.價
の
變
動
が
餘
り
に
も
大
.き
く
な
つ
て
居
て
、
利
子 

傘
を
實
際
に
變
化
さ
せ
得
る
程
度
の
こ
と
で
呔
、
到
鹿
こ
れ
を
相
，殺
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
出
來
尨
く

#

や̂
ぅ
に
思
ふ
か
'ら
で

あ

，
る

。
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代
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會
の
缺
陷
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と
し
て
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て
居.る
富

と
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#り.に
も
不
平
等
な
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消
費
性
向
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下
さ
せ
各
か
ら
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進
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效
见
が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
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し
か
し
、
’
累

進

課

税

に

ょ

名

所

得

，
の

®
.分
配
が
、

J

基
雇
用
水
準
の
狀
態I
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f

得
I
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に
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效
需
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を
增
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せ
し
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足
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の
效
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を
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得
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と
ケ
ィ
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ズ
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考
人
な
い
の
で
お
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濟
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と
し
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> 矣
高
货
の
肩
月
水
準H

於
け
名
經
濟
均
衡
の
要
因
と
し
で
の
財
政
支
出
以
役
割
が
ゲ
イ
y
ズ
の「

一
般
理
論」

に 

ょ
.つ
‘で
明
余
さ
れ
^
と
と
I

つ
た
べ
’一

汍
三
九
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.に
第
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次
大
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が
始
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爭
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い
て
新
し
ハ
構
想
を
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も
早
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で
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平
時
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狀
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狀
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效
需
要
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す
る
ケ
イ
ン
ズ
の「一

般
理
論」

に

始
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。
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總
:*
文
轉
_
4
:得名
馨
课
が
^
吝
か
と
■

こ
^
を
|

と̂
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着

の

あ
.

.
と

を

碧

す
5
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ハ
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ハ'ァ
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P
-フ(

H

名s
s
l
p
e
r
i
o
3

ヮ
T
リ
：ッ
チcwallich) 

Q'

硏
.究
か
ら
、

ハ
ー
ヴ

ヱ

ル

モW
g
^
-<
5
(I
>
一
 
I)
の「
均
衡
財
政
の
乘
數
效
果

j 

(
一

九
四
五
年)

と
そ
れ
を
廻
吝
論
爭
に
進
ん
で
居
名。

. 

^

‘
，ケ
イ
ン
ズ
の「

出
出
放
任
の
終
焉」

(
1

汍11六

/*
-'!

-
)

か
ら
.

f
l

般
现
論」

へ
の
發
展
過
程
、
ヵ
.ル
、ド
ア
、.
ハ
ン
セ
ン
T
バ
ア
ロ
フ
、
ヮ
ア
：リ>

 
チ
.、

パ
-15

1
ヴ
ェ
ル
モ
の
砰
究
に
■つ
い
て
は
、
拙
著
、「

現
代
，日
1

財
良
.論
1_
^

ー.篇

、
.
均

衡
^
政

の
.规
.論

い

.
第31
;
:¥
‘
_

六
#

».
'
第

七
.意
&
'#
照

さ

れ

た

：
い
？

：
.

，グ
イ
ン
ズ
の「

一
般
理
論」

と
そ
れ
に
續
く
新
し
い
財
政
理
論
は
旣
成
財
政
學
が
解
明
し
得
な
か
つ
た
問
輝
の

^.
ぐ
つ
，が
を
»
決
し」
て 

い
る
。
例
へ
•ば
'一
九一、i

◦
年
代
の
末
に
へ
世
界
經
濟
恐
慌
の
始
沏

〕

ま
で
に
，ド
イ
ッ
財
政•撰

(

旣
成
财
政
學
の
主
流

)

が
到
達
し
た
結
果
を
最

も
ょ
^
現
は
し
そ
居
，る
と
思
は
れ
る
^-
の
に
、

一
九
ニ
九
年
か
ら一.

九
三一

年
.ま
で
に
分
册
發
刊
さ
れ
た
ヮ
ル
ク
ア
• 
ロ
ッ
ツ
，の
脉
政
學

.:

.
へ
.

■ 

■ 

■
■ 

:.-
.
•..へ

：,
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• .
.
. 

.
:.'
■

.

■■
,
-;■
.

.

'

:

.
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.

. 

-
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.

.
■
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.
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■

■
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:
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'
'
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'
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■
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.

■ 

-
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1

.

が
あ
る
。(w

a
l
t
e
r
J
L
O
t
z
,
a
n
a
m
i
s
s
e
n
s
p
h
a
f
t

 1929

丨31
)

ロ
ッ
ツ
は
そ
.の
.書
で■「

經
濟
狀
態
と
課
税
と
の
間
の
關
聯
に
つ
い
て
の 

全
般
的
な
理
論
は
尙
ほ
坐
成.の
過
程
に
あ
つ
て
未
だ'滿
、足
す
べ
き
完
成
段
階.に
到
達
し
て
居
な
い

」

と
一
其
つ
て
い
名(

同
钱
、
笫
二
分
册
、 

三
'
l
.
:
1

:r
、
：
t 九i:i

九
遷
^

體
と
し
て
i

影
I

f

f

ぺ
|

の
1

」

と
I

s

、
I

l

f

て
い
善
既
成
財
政
學
は

と
の
叫
題
を
解
決
し
て
超
，な
か
つ
た
め
‘で
あ
る
。

■ 
. 

■ 

. 

、

• 

- 

- 

' 

-■■. 

. 

. 

.

. 

.

.

. 

: 

■ 

. 

.
'
.■
.
- 

'
■.V- 

- 

- 

*... 

:
: 

- 

- 

- 

. 

- 

. 

: 

r
 

.. 

,

ま
た
口
ッ
ッ
はr

租
稅
か
公
債
か
と〗k

ふ
問
題
の
決
'定
は
、.公
债
收
入
の
.使
途
と
"
そ
©-
起
債
國
の
.租
税
制
度
に
ょ
0.
て
定
ま
る
所
が
、
 

多
‘い
の
で
あ
る」

と
い
•ふ(

If
t
J钱
第
六
分
册
、.
1九
三
ー
苹
、’八
，
六
芄
丨
六
?()

。
- 

• 

. 

‘ 

•

こ
れ
に
ょ
つv

見
れ
ば
、.1

九11 〇

年
代
末
に
於
.け
る
旣
成
財
政
學
の
公
債
論
は
、
ッ
グ
ナ
ア
以
後
は
著
し
い
發
展
の
結
果
を
示
し
て

居
な
い
こ
、と
に
な
る
。.租
税
か
公
債
か
と
い
ふ
所
謂

r

財
源
選
擇
論」

に
於
て
も
、
そ
の
租
税
收
人•

公
債
收
入
の「

使

途」

が

•決

定

的

條
件
で
あ
る
とik

ひ
な
が
ら
、
旣
成
財
政
學
に
於

P

 r

經
費
，

」

の
.研
究
は
財
政
寧
の
硏
究
對
象
に
愿
す
芯
か
と
い
ふ
こ
と
す
ら
問
題
と
さ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

;•
•.
•
-
.
.
.
.
し.
.
.
.
•
:
'
- 

>-
.■■
■-+
 

-
' 

■ 
...',..'

•

.

.•.

.>.{
、
.
'
こ

.

.

.

.

」

：，••
.
.•:
••
.•.•.. 

.
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•
;
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'
•
..
-
-
•
‘•■L
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.
•
.
.

こ
.
.
.
；
.
.
ニ
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.
•
ン

:

财
政
擧
に
お
け
る
ゲ
イ
ン
ズ
革
命
の
結
來 

，

■
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九
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舉
會
雜
哉
笫
四
十
五
卷
第
二
號

/ 
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.パ
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.

れ
て
、
經
費
の
經
濟
时
作
用.
•效
潘
の
硏
究
が
充
分
に
檢
討
さ
れ
て
届
な
か
っ
允
の
で
轸
名
。

「

租
税
か
公
債
か」

と
い
ふ
こ
と
は
砸
稅 

.

支
出
と
公
債
支
出
と
，い
づ
れ
が
合
目
的
で
あ
る
か
と
い
ん
こ
と
で
あ
る
。
そ
め
財
政
支
出
が
扒
か
な
る
經
濟
的
效
果
を
持
つ
か
と
い
ふ
こ 

‘■

と
が
豫
め
：想
定
さ
れ
ず
に
、
そ
の
效
規
の
判
明
し
な
い
經
費
の
財
源
と
し
て
風
税
と
公
債
と
い
づ
れ
を
選
擇
す
る
こ
と
が
合
目
的
で
あ
名

:
,
#■
の
：
趣

也

齢

_
# /
洛

聲

麵

は
致
命
的
な
.缺
陷
で
あ
っ
て
、
世
界
經
濟
恐
慌
期
に
實
踐
的
指
嫘
性
を
失
っ
た
、原
因
の
一
求
も
あ

.っ
た
と
思
ふ
。

.

、

;社

會

，
の
：
有

效

纖

■

雇
用
靈
勝
用
水
準
_
_宠
ず
1
1
::
6

ィ
ン
ズ
理
論
と
そ
か
繼
承
者
に
ょ
っ
て
明
か
に
を
れ
た
。
數
多
く
の
~_
|/乘
數」

が
提
示
さ
.れ
て

い

る

，
が

、

そ

の

ぅ

ち

に

.•

「

財
政
乘
數」

• 

「

租
稅
乘
數」

も
あ
る
。
ま
た
財
政
支
出.
財
政
收
入
の
效
果
の
硏
究
忱
次
第
，に
精
密
を
加
へ
て

》

る
。

參

ィ

i

f

 

l

_

l

r
ヒ
グ
i

財
政
理
論
に
1

.

1は
れ

て

ミ

。
例
へ
ば
、
ビf

の

.
，
A 

.
S
I 

:■
:

■

禮ananie

ポ

^
激
狀
.赛『

移
轉
的
經
費
と
«

.

一
版
及
び
第
二
版
；

a

九
一
k

f
 
二
九
®

と
'第
三
版a
九
四
七
S

と
の
顶
に
は
®
大
.な
修
正
が
現
は
.れ
て
い
る
。

，

■

,ー'
:
.
:
-'
;
-
-
き

義

1;
:ば
第
域
藝
：で̂

^
^

す
る
支
拂
の
た
め
か
を
問
は
ず

on .same f
o
o
t
i
n
g

に
花
^
。
そ
れ
ら
の
諸
經
費
は
、

一
の.場
合
に
は
直
接
に
、
他
の
場
合
に
は
間
接.
 

•

に
、
•，そ
の
社
會
の
諸
資
源
の
ー
部
を
現
實
に
使
用
消
耗
す
る
こ
と
を
意
味
し
弋
居
る
。
そ
の
社
會
は
こ
れ
ら
の
資
源
な
し
で
濟
ま
せ
て
行 

か
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
又
は
そ
の
時
に
作
ら
れ
る
間
隙
を
補
塡
す
る
た
め
に
多
く
の
努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
種
類
の
政
府 

經
費
を
貪
,
的
經
費
東
は
消
耗
的
經
鱟
者
ポ
ぷ

」

は 

;:
-
:費
と

：
い
：
ふ

ii.

を

捨
^
て
.非

移

轉

的

經

費

乾

恥

，
ふ

語

#
;現
.は

し

七“

ベ
A
經

費

：
は

經

濟

學

者

が

读

ぴ

慣

は

^
て
雇
名
社
會
^
貨
幣〕

::
-
.
'
所
得
'
:
.卽
^
そ

は
こ
れ
を
生
ぜ
し
め
な
い
こ
と
で
あ
名
と
い
ふ
。
そ
し
て
非
移
轉
的
經
費
は
政
庥
が
生
產
資
源
を
使
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ 

.

は
，
必

ず

し

も

國

民

の

.使
肘
し
得
名
資
源
を
減
少
せ
し
め
る
も
の
，で
は
な
い
。
非
移
轉
的
經
费
に
ょ
る
國
家
用
役
が
な
い
か
又
は
減
少
す
、
 

れ
ば
私
的
經
費
を
增
抓
せ
し
め
る
こ
と
が
あ
名
。
'ま
た
非
移
轉
的
經
費
が
遊
休
資
源
を
活
激.さ
せ
：K
5
.
‘
場
合
の
あ
る
こ
と

■
も
認
め
て
居
る 

(3rd Edition 1
9
4
7
-
p

p_ 19-21)。 
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■

そ
：と
：で

』

：グ
1;
の
.：'-
1

て
は
不
{一
兀
全
屑
用
脱
態
を
前
提
と
し
て
居
る
根
本
的
な
相
異
が
認
め
^
^
る
の
で
あ
'る
。
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ノ
現
代
の
財
政
摩
理
論
は

「

欠
ィx

ズ
革
命
：！
丨v
r新
し
い
經
濟
學」

の
影
響
を
受
け
て
變
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
理
論
內
容
の
變
化
の 

結
果
が
集
積
す
れ
ば
、
や
が
て
は
そ
の
內
容
を
包
む
ル
罾
"
旣

成

財

政

學

の

體

系

を

押

し

破

つ

，
て

新

し

い

||
系
0
形
成
に
進
ま
ざ
る
を#

:

-

-

-

-

- 

’ 

- 

, 

-
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. 

- 

, 
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-
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ニ
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V

, *

,
'
';:
な
弋
為
名
で
:^
>
ら

令

^

か
:1
.、：.現
冻
の
段
階
；で*
及
努
理
属
容
の
«
換
過
程
_
在
^

ま
で
に
到
つ
て
f

い
.。
，

.

.

；
.
；

■:
. 

\

ベ
':'
ハ
ン::.
.
.
.
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;
.
-
.
.;
'
■ベ■ 

.
'-
■
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ノ7 

V

-
-
.■
■.
..■
■'
*
_■■
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.■
■

•ケ
ィ
ン
ズ
革
命
の
結
果
と
し
て
の
財
政
理
論
の
轉
換
は
、
現
在
ま
で
の
^
こ
ろ
、
い
か
&
る
方
向
に
進
ん
で
居
る
か
0 .

旣
成
財
政
學
の 

ノ 

體
系
：:(
D
#吶

埯

達

狹

：
の
：
問

_
戈
»:
明
：
し

歡

又

は

顧

頭

の

^
^
 ̂

い
：
冬

か

、
：
史

：
は
.
一 

，
旣
成
財
政
學
の
體
系
を
脫
出
し
或
は
押
し
破
ら
ぅ
と
す̂外
延
的
發
展
•の
方
向
に
進
ん
で.い
る
か
。.

,

近
世
財
政
學
の
史
的
發
展
に
つ
い
て
私
は
、
第1
.の

綜

合

的

出

發

點

と

な

す

も

砂

，
は

プ

ダ

ム

.

.ス
ミ
ス
、..の「

國
富
論」

で
あ
り
、’第
二
.
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財
政
擧
に
凇
け
.るケ
ィ

ン

ズ'^
命
の
結
泶
、
.
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ニ

ハ

八

兰〕



，三
沿
學
會
雜
誌
笫
四
t

五
卷
第
' -
:

號

.

‘
 

——

 

V

、
ニ
一 

K

S

 

の
綜
合
的
出
發
點
を
な
す
も
の
は
、
ア
ド
ル
フ
•
ヮ
グ
，ナ
ア
の「

財
趴
畠」

で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
敢
て
.財
政
學
CD
-•分
野
に
限
る
こ

.

.

.

.

.

.

.

. 

<
•
.
-
•
. 

- 

■ 

• 

• 

.

.

.

.
- 

圓
 

*
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'
_
_
• 

J
.

: 

. 

.

.

.

.

.
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.
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.
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.

と
で
は
な
、い
が
、
或
る
擧
者
が
整
備
し
た
學
問
體
系
を
形
成
す
る
と
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
繼
欺
す
る
そ
の
後
の
摩
者
の
硏
究
は
、
そ
の
輒 

成
體
系
の
枠
內
に
於
て
諸
問
題
を
深
く
测
り
下
げ
て
行
く
。’
財
政
學
の
研
究
も
次
第
に
部
分
的
精
密
を
加
へ
て
行
く
。
そ
の
成
集
は
確
に
,

舊

.め
_

_

_震

_

'#
4
@通
あ
_

?

1時
凇

署

的

：‘
_
視

顏

统

支

進

务

备

砾

舊

項_
^

.
く
傾
向
が
現
は
れ
るこ
，と
が
あ
る
。
む
し
ろ
そ
の
领
向
の
現
は
れ
冬
こ
と
が
多
'い
。
.

■ 

•

■

,

I:

へ
冒
へ
：
ば

、

€:
^
免
ア
樣
--
1襲

」

_
膨
龙
_
^

强
調
し
て
い
ぶ
。
し
か
る
に
、
ヮ
グ
ナ
ア
を
中
心
‘と
す
.る
旣
成
財
政
學
體
系
を
繼
承
す
る
人
々
が
、
.
部
分
的
問
題
の
研
究
に
沒
頭
し
て
精 

密
な
硏
光
を
進
め
てS

ぅ
ち
に
、
,
そ
の
財
政̂
體
系
が
形
成
さ
れ
た.歷
史
的
.基
盤
、.或
は
.そ
の
.膣
史
的
意
味
を
問
.は
チ

H

財
政
學
の
基
... 

本
觀
翕
妒
固
定
：̂各
傾
向
が
規
_
れ
备
。P

(D
.結
果
：

g

糙
密
尨
W
究
K
璁
實
W
妥

當

性

免

失

；
ネ

こ

.泰
龙

多
^
^
^

ケ
イ
ン
ズ
の「

一
般
理
論」

•が
現
相
れ
て
か
ら
十
年
に
し
て
ケ
イ
ン

力
學
徒
に
旣
に
そ
の
傾
向
が
現
は
れ
て
は
居
な
い
か
。
ケ
イ
ン
ズ 

の「

一
般
理
論」

第一1.

十
四
章
に「

一
般
に
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
古
典
派
經
濟
现
論
に
對
す
芯
我
々
か
批
判
は
、
そ
の
分
析
に
於
か
名

- 

V 

:

....V.. 

'

、 

. 

;
 

:
 

.

:

.
■

:

• 

\
 

•

:

.
.
.
.
.
.

 

......

論
理
的
な
缺
點
を
見
出
す.こ
と
に
あ
名
.ょ
り
は
、
む
し
ろ
、
.そ
の
暗
獄
の
假
定
が
殆
ど
或
は
全
く
宠
た
さ
れ
名
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ 

て
、

そ
の
結
果
と
し
て
古
典
派
理
論
は
現
實
诹
界
の
經
濟
問
題
を
解
決
し
得
な
い
と
：一

K

ふ
こ
•と
を
指
摘
す
名
に
あ
っ
た

」

と
一K :

ふ
章
句 

が
あ
る
。
こ-の
ケ
イ
ン
ズ
の
批
判
が
そ
の
ま.ま
ゲ
イ
ン
ズ
學
從
の
財
政
理
論
に
も
妥
當
す
各
場
合
が
な
.い
と

 
一

K

 <.

名
.で
あ
ら
ぅ
办(

例
へ
' 

ば
、
ハ
ー
ヴh

ル
モ
に
於
け
る•か
如
く〕

。
そ
の
推
論
.の
出
發
點
忆
於
て
前
提
：と
し
て
示
す
假
定
が
非
現
，實
的
で
あ
れ
ば
、

-假
令
、
そ
の
推
論

.

.

.

 

*

 

-

 

-

 
•

 

-

 

•

 
•

 

•

 

•

 

K

 

.

 

•
■
+

•

.

.

 

-

-

 

.

-

 

.

 

‘

の
過
程
に
於
け
名
數
擧
盼
證
明
が
い
か
に
正
確
で
あ
り
精
密
で
あ
っ
て
も
、
到
達
し
た
結
論
ば
非
現
實
的
な
，4

の
に
な
る
。
ケ
イ
ン
ズ
は 

'「

暗
默
の
假
定
が
充
さ
れ
な
ぃ
も
の
で
ぁ
っ
て」

と
一
〒
ふ
が
、
暗
默
の
假
定
で
.

は
な
く
し
て「

明
示
.

し
て
い
名
假
定」

が
非
現
實
的：

で
あ

■

名
場
合
す
ら
あ
名
0
:私
は
決
し
て
數
學
的
證
明
に
ょ
名
推
論
が
無
用
で
あ
名
と
沄
ふ
.の
で
は
な
い
:°
そ
の
精
密
な
趨
勢
の
證
明
に
充
分
の
：：
 

價
値
を
認
め
る
。
た
だ"
.そ
の
推
論
が
前
提
と
す
る
假
定
が
非
現
'實
で
あ
名
場
合
を
一K

ふ
の
で
あ
る
。r

他
の
事
情
が
等
し
け
れ

2
」
； 

other._ things. 

_
b
6
B:
^
.
'
e
q
u
a
l
,

Ai

■一
 K

ふ
假
定
を
設
け
た
推
論
も.、
そ
の
.考
察
胁
間
が
長
け
れ
ば
長
い.ほ
.ど
.現
賓
性
ガ
^
_く
な
..る
。
ま
し
.
,

、
：.
.
^
.
無
_
の

最

期

ー

に

於

セ

「

他

の

霧

歡

於

い
。
無
限
の
期
間
を
經
過
し
た
後
に.事
後
的
に
見
れ
ば
之
々
の
結
果
に.な
る
と
一
芦
ふ
こ
と
を
證’明
す
る
ー
の
は
、.何
時
ま
で
經
'つ
て
も
そ
の 

結
裉
に
な
ら
な
い
と
茇
ふ
と
と
を
證
明
す
名
こ
と
に
等
し
い
？

 

' 

.

例
へ
ば
グ
ッ
ト
ゥ
ィ
ン

(
G
o
o
d
w
i
n
)

の
一K

ふ
や
ぅ
に「

郎
時
乘
數J

は
時
間
を
無
限
太
に
と-つ
た
場
合
の
極
限
値
を
與
ぇ
名
が、
こ 

の
乘
數
は
す
べ
‘て
の
段
階
を
>
繼
怂
に
し
て
、
或
る
種
の
，無
限
大
の
所
得
發
生
の
速
度
を
意
.味
す
る
こ
と
に
な
つ
て
容
認
し
難
い
結
論
に

■
飛
躍
ず
る
。
’ 

: 

.,

■

 

;

ハ
.ン
セ
_ン
記
今
1
文
集
、「

所
得
.屈
傭
•
公
共
政
镀」

氟

8

上
卷 
一

-

パ
.
，

;

現
實
的
安
當
_
<0
.だ
私
理
論
識
從
_
ぎ

翁

霞

的

指

嚴
^

_
:.
'
<
:
:
な
^;

i
なC

窖
で
あ
る
。
し
か
，し
、
新
し
い
事
態
が-
こ
.こ
で
は「

ケ
イ
ン
ズ
革
命」

が

-】

度
び
發
生
し
て
し
ま
ふ
と
.、
‘そ
の
後
は
そ

の
發
生
の
原
因
と
係
は
り
な
く
そ
れ
自
か
ら
の
發
展
を
持
つ
，こ
と
に
な

^
。
ケ
イ
ン
ズ
理
論
は
財
政
學
の
分
野
，に
攻
第
に
浸
透
し
て
財
政 

繆
の
理
論
の
轉
換
を
進
め
て
思
；
が
、
そ
の
進
展
の
多
く
は
內
卸
妳
傾
向
で
あ
つ
て
、

•外
延
的
な
發
展
CD
結
果
が
財
政
學
の
旣
成
體
系
を

押
し
破
る
ま
で
に
は
な
つ
て
语
存
い
？

 

'

'

’ 

. 

:
 

.
 

.
 

• 

■

.

,

i ，
七
‘
新
し
い
財
政
學
體
系
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
.

，

:

.

/

'
.財
政
學
に
お
け
‘る
ケ
イ
ン
ズ
革
命
の
結
采 

. 

：
' .

：

.
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旣
成
財
政
學
の
指
導
理

t

心
.で
あ
っ
た
、.胁
政
收
支
均
衡
論
の
拘
束
か
ふ
は
旣
に
離
脫
し
て
居
る
が
、

「

財
政」

の
觀
念
そ
の
も
の
に
は 

觸
队
て
-居
な
い
。
例
へ
ば
、〈

ゾ
セ
ツ
の
補
整
的
財
政
政
策
に
於
て
も
ラ
ア
ナ-

K

 

(Lerner)

の
機
能
的
プ
財
队
論
に
於
て
も

「

財
政」

....... 

■•
、
. 

，
. 

.
：

：

•
-
.
:
■
■
■ 

. 

•
.
'

••
,
:
-
• 

: 

■ 

■ 

;

. 

.

. 

. 

.

. 

... 

.I*>

 

- 

.

•-
: 

.

.

.

.

. 

••
■•
.
.
.
.
.
.

 

て

...、.

.

,

.

の
觀
念
に
は
觸
れ
て
居
な
い
し
、
財
政
學
め
新
し
い
體
系
を
提
示
し
て
も
居
な
い
。

、

.

•

.

.

:
 

.
 

減

：
で
タ
拙
ぎ

1

现
漱
日
-本
财

政

論

?-
;
_

サ

顏
1-
-
掛
赞
.
婊
^

旣
减
財
政
學
の
代
表
的
解
釋
と
し
て
、
倒
へ
ば
ヮ
グ
ナ
，ア
は
、
財
政
は
國
家
を
そ
.

の
疔
政
上
に
代
表
す
.

芯
.

機
關
=
政
府
を
經
濟
主
體
と 

す
る
所
の
個
別
經
濟
で
あ
名
。
個
別
經
濟
と
し
て
は
多
く
，の
點
に
於
て
、
他
の
顧
別
經
濟
と
本
質
的
忆
冕
名
所
が
な
い
.

と
い
.

ふ
。
ぞ
し
て

減添財政

^

^

^

(

炎
_

家̂

計

が

ゼ

同

意

義

：瘍

9 

#
1部
ず
_
丨
^
ル

ぞ

ぼ

於_
紀

財

政

擧

_

國

。
技

猶

的_
遠

異

呔

龙

麻

淹

的

散

差

異
_
な
ぃ
_
把
謹〕

>

::

濟
擧
：

--

陳
家
家
計
：の
擧
問
：_取
通
猶
$
秸
が
、へ_

#

_ 

f

法
^
ふ
。/
:旣
成
財
政
_
脊
&
麻
觀
が
_
象
兹
共
家
計
’|扮

:^
:猶
寒
^

た
い
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る.0
.

.

‘ 

.

ヶ
ィ
シ
ズ
理
論
を
繼
承
レ
又
は
そ
の
影-#
を
受
け
て
居
名
人
介
に
於
七
も
、.こ
の
財
政
が
國
家
公
共
家
計
で
あ
る
と
沄
ふ
旣
成
財
政
學 

の
基
本
觀
念
に
っ
，い
て
の
疑
間
を
提
示
し
た
と
云
ふ
例
を
聞
か
な
い
。
財
政
が
國
家
公
共
家
計
で
あ
る
こ
と
，を
是
認
し

•て
、

財

政

の

，
諸

活

励
の
效
艰
を
部
分
的•
微
視
的
に
觀
察
す
名
こ
と
に
終
止
す
る
な
ら
ば
、
レ
プ
ヶ
の
定
義
す
る
や
ぅ
に

「

財
政
學
は
八
ム
#
ヽ
團
體
の
釔
計
及

——

：

.
 

' 

:

• 

' 

•

汰
之
：と
國
民
經
濟
總
過
漉
と
^

間
办
：相̂

關
係
_

關
.

ず

冬

學

間

；
で

瀋

备

^

ど
茇
ぶ
爾
^

財
政
學
に
對
す
る「

ケ
イv

k

革
命」

の
結
果
丨

「

新
し
い
財
政
學」

‘へ
の
轉
換
は
完
了
し
な
い
。 

、

、

旣
1C
財
政
收
支
钩
衡
論
か
ら
は
離
脫
し
た
が
、

」

•既
成
財
政
摩
の
體
系
に
根
本
的
改
變
を
加
べ
な
い
で
全
く
是
認
す
る
の
.で

 

か
。
財 

.

政
.理
論
の
.

k

容
は
轉
換
し
■た
が
、.新
し
い
財
政
歡
の
體
系
が
未
だ
形
成.さ
れ
る
ま
で
に
到
っ
て
居
、な
い
。
し
か
し
新
し
い
體
，系
が
未
だ

形

..
 

':
;
,
'
;
成
ざ
れ
て
：居
&
が
と
€
:ふ
こ
'知

は

产

脉

麻

學

：
の

旣

«

耀

系

「

ヶ
イ
ン
ズ
革
命」

の
財
政
學
に
於i

る
結
染
を
完
成
す
芯
に
は

一

^
し

い

財

政

學

體

滿

を

形

，成

す

^
に
は「

財
政」

を
社
瀹
經
濟
.
--
. 

、

現
象
と
し
て
改
め
て
苒
檢
討
し
、
ま
た
ヶ
イ
ン
ズ
理
論
の
脒
政
學
の
分
野
へ
の
浸
透
の
結
果
を
猶
體
的

-
巨
視
的
觀
察
の
成
果
と
し
て
發
、
 

:
v.;;'
.
:展
さ
處
、
^:
イ
ン
^

で
あ
ら
ぅ
。

若
し
ヶ
イ
ン
ズ
理
論
の
財
政
學
の
分
野
へ
の
浸
透
.

Q

結
果
が
部
分
的
•
微
視
的
観
察
の
成
羅
そ
得
る
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
新

.
: 

し
-い
財
政
學
體
系
の
形
成
を
期
待
す
る
こ
と
，
'は
出
來
な
い
と

思
ふ
。

'•
_ 

■
,

-- 

「

.
: 

.

/

.

-
 

- 

■ 

. 

- 

' 

.

'

.

.

.
 

: 

. 

. 

.-
■

.
 

\ 

- 

. 
-■;■-
 V

.
,

. 

.

.

.

.

-

-

附
記
秈
は
旣
成
财
政
學
の
齓
觀
念
に
多
く
の
疑
問
を
持
っ
て
於
る
。
そ
れ
ら
の
疑
間
を
列
示
し
て
、
疑

n{
J
の
累
稹
に
ょ
っ
て
旣
成
财
政
學
が
规
論
的

.

. 

丨

一
.

.

に
も
現
赏
的
に
も
妥
常
性
を
失
っ
て
い
る
こ
と
を
證
明
し
て
、
新
じ
い
體
系
形
成
へ
の
、途
を

.採
し
求
め
ぞ
ぅ
と
す
る
こ
と
を
本
論
文
の

in
題
と

-
- 

.

' 

' 

i.*. 

-
 

j 

.
.
.
.
.
.
.

 

•

 

.

 

.

 

•

し
て
出
發
し
た
の
で
あ
る
が
、
餘
見
に
丧
く
な
る
の
で
、
今
1

:は
そ
の
前
段
を
以
て
終
り
、

.次
の
機
會
に
秈
の
疑
问
を
率

||
?1
に
披
邂
す
る
こ
と 

,

に
す
る
。 

，
„

■

、
. 

,

財
政
學
K
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
革
命
の
結
见 

、

.

.，
 

‘ 

一

五
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